
日本物理学会 2012 年秋季大会 
誘電体分科インフォーマルミーティング議事録 
 
日時： 2012年9月19日(水)  17:40～18:20 

場所： 横浜国立大学常盤台キャンパス 

 AG会場 

参加者：30 名程度 

 
【議題】 

1) 領域10 IM報告 

2) 学会の報告・案内 

3) 次々期領域運営委員の選出 
 
【協議事項】 

1) 領域 10 IM 報告 

領域略称について 

・前回のインフォーマルミーティングでも議題にあがった領域の略称表示に関しての話し

合いを行った。 

・現段階として略称表示に賛成している領域が約半数近くいるため、今後略称表記に移っ

ていく可能性があることを報告。 
・誘電体分科としてどのような妥協案を出すかについて検討を行った。 
・領域副代表である新井先生の提案「構造物性」との略称表示に関する意見を募った。 
 
誘電体分科としての意見 
・当面は略称表示に反対していく 

・構造物性とした場合に例えば誘電率測定のみの発表などはどうするのか? 

・現象論などの理論的な発表は構造物性でもよいのか? 

・構造物性ではなく「構造と物性」ではどうか? 

・構造物性とすると範囲が広くなってしまうため領域 3 や 8 とのすみ分けはどうするのか? 
・構造物性という略称に積極的に反対はしないが、よい略称があればそちらにする 
 
2) 学会の報告・案内 

・第 9 回日韓強誘電体会議 

 日程：2012 年 8 月 7 日~10 日 

 場所：蔚山大学(韓国) 

 案内：広島大学 黒岩芳弘先生 



 次回は 2014 年広島大学にて行う 

 

・Joint International Symposium ISFD-11-RCBJSF 

 日程：2012 年 8 月 20~24 日 

 場所：Ekaterinburg (Russia) 

 案内：山口大学 増山博行先生 

 次回は ISFO-12 は 2014 年に南京(中国)開催 

 RCBJSF-2014-FN&NT は Riga(ラトビア)開催 

 2016 年は日本で開催 Chairman 募集中 

 

・フューチャー・フェロエレクトリックス 

第 4 回 誘電体若手夏の学校 

 日程：2012 年 8 月 3~4 日 

 場所：物質・材料研究機構国際ナノアーキテクトニクス研究拠点(つくば市) 

 案内：横田紘子(岡山大学 狩野旬先生の代理) 

 次回は 2013 年 9 月 29~30 日 ベネッセハウス(直島)にて開催 

 

・IMF13 

 案内：東北大学 野田幸男先生 

 次回は 2013 年 9 月 2~6 日 Krakov (ポーランド)にて開催予定 

 

3) 次々期領域運営委員の選出 

 応募・推薦がなかったため運営委員グループから米田安宏先生(原子力機構量子ビーム)

を推薦し, インフォーマルミーティングで承認された 

 

【追記事項】 

10 月 5 日より 2013 年年次大会のシンポジウム・招待講演などの申し込みが開始 

ご提案のある方は運営委員までご連絡いただければ幸いです。 

 


